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報道機関各位  
 

 

 

 

 

食用ハーブ・ローゼルの収穫と、新規食品開発に向けた意見交換会を開催します 

 

福井県立大学は、あわら市の花農家「Atoji 彩培園」と共同で、新規健康食品として注目

されるハーブ「ローゼル*」の利用に向けた研究活動に令和８年度から取り組んでいます。 

つきましては、下記のとおりローゼルの収穫と、利用に向けた意見交換会を開催いたします

ので、当日の取材等にご配慮いただきますようお願いします。 

 

ローゼル*：アフリカ、エジプト・中近東などで、紀元前から「不老長寿の秘薬」や美容のハーブとして使

われてきたアオイ科フヨウ属の植物。赤く美しい「萼（がく）」の部分を中心に、ハーブティーや料理の

素材として世界中で使われています。高血圧の予防や疲労回復などに効果があるとされます。 

 

記 

 

１ 日 時 令和 8 年 10 月 5 日（月） 16：30～ 
 
２ 場 所 Atoji 彩培園（あわら市城 29−139） 

           

３ 参加者 Atoji 彩培園、創造農学科３年生３名、２年生２名 

 

４ 内 容 

  （１）ローゼルの収穫 

  （２）新しい食品の開発についての意見交換 

  

 

５ 取材について 

当日の取材をご希望の方は、お手数ですが上記担当者にご連絡ください。 

問合せ先 

生物資源学部創造農学科 准教授 黒川 

Tel   0776-77-1443（代表） 

E-mail kurokawa@g.fpu.ac.jp 
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